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(57)【要約】
　無線通信システムの送信制御情報に関する技術が説明
される。システムは、肯定応答（ＡＣＫ）チャネル及び
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）チャネルをサポー
トする。これらのチャネルは、異なるターゲット信号対
雑音比（ＳＮＲ）を有する。異なるユーザ設備（ＵＥ）
からのＡＣＫとＣＱＩチャネルは、同じリソース・ブロ
ックで多重化される。１つの設計において、ＡＣＫチャ
ネルと多重化されない場合、ＣＱＩチャネルの送信電力
は、通常のターゲットＳＮＲを達成するために設定され
、ＡＣＫチャネルと多重化される場合、より低いターゲ
ットＳＮＲを達成するために低減される。別の設計にお
いて、ＣＱＩチャネルと多重化されない場合、ＡＣＫチ
ャネルの送信電力は、通常のターゲットＳＮＲを達成す
るために設定され、ＣＱＩチャネルと多重化される場合
、より高いターゲットＳＮＲを達成するために低減され
る。ＣＱＩチャネルは、性能劣化を緩和するためにラン
ダムにホップする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の制御チャネルが他のユーザ設備（ＵＥ）からの第２の制御チャネルと多重化され
ない場合、前記第１の送信電力レベルで前記第１の制御チャネルを送ることと；
　前記第１の制御チャネルが前記他のＵＥからの前記第２の制御チャネルと多重化される
場合、前記第１の送信電力レベルと異なる第２の送信電力レベルで前記第１の制御チャネ
ルを送ることと；
　を含むことを特徴とする無線通信のための方法。
【請求項２】
　前記第１の制御チャネルは、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）チャネルを含むこと
、
　前記第２の制御チャネルは、肯定応答（ＡＣＫ）チャネルを含むこと、
　前記第２の送信電力レベルは、前記第１の送信電力レベルより低いこと、
　を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記他のＵＥからの前記ＡＣＫチャネルと多重化されない場合、前記第１の送信電力レ
ベルは、前記ＣＱＩチャネルに対して第１のターゲット信号対雑音比（ＳＮＲ）を達成す
ること、
　前記他のＵＥからの前記ＡＣＫチャネルと多重化される場合、前記第２の送信電力レベ
ルは、前記ＣＱＩチャネルに対して第２のターゲットＳＮＲを達成すること、
　前記第２のターゲットＳＮＲは、前記第１のターゲットＳＮＲより低いこと、
　を特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の制御チャネルは、肯定応答（ＡＣＫ）チャネルを含むこと、
　前記第２の制御チャネルは、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）チャネルを含むこと
、
　前記第２の送信電力は、前記第１の送信電力レベルより高いこと、
　を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記他のＵＥからの前記ＣＱＩチャネルと多重化されない場合、前記第１の送信電力レ
ベルは、前記ＡＣＫチャネルに対する第１のターゲット信号対雑音比（ＳＮＲ）を達成す
ること、
　前記他のＵＥからの前記ＣＱＩチャネルと多重化されない場合、前記第２の送信電力レ
ベルは、前記ＡＣＫチャネルに対する第２のターゲットＳＮＲを達成すること、
　前記第２のターゲットＳＮＲは、前記第１のターゲットＳＮＲより高いこと、
　を特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の制御チャネルは、第１のビット数を運ぶ肯定応答（ＡＣＫ）チャネルを含む
こと、
　前記第２の制御チャネルは、前記第１のビット数と異なる第２のビット数を運ぶチャネ
ル品質インジケータ（ＣＱＩ）チャネルを含むこと、
　を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＡＣＫチャネルが前記他のＵＥからの前記ＣＱＩチャネルと多重化されない場合、
前記第１の送信電力レベルで前記第１の制御チャネルを送ることは、前記第１の送信電力
レベルでＡＣＫを送る又は第３の送信電力レベルで否定応答（ＮＡＫ）を送ることを含む
こと、なお、前記第３の送信電力レベルは、前記第１の送信電力レベルより高い；
　前記ＡＣＫチャネルが前記他のＵＥからの前記ＣＱＩチャネルと多重化される場合、前
記第２の送信電力で前記第１の制御チャネルを送ることは、前記第２の送信電力レベルで
前記ＡＣＫを送る又は第４の送信電力レベルで前記ＮＡＫを送ることを含むこと、なお、
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前記第４の送信電力レベルは、前記第２の送信電力レベルより高い；
　を特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の制御チャネルと前記他のＵＥからの前記第２の制御チャネルとの多重化をラ
ンダム化するために前記第１の制御チャネルをホップすることを更に含むことを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　拡散することは、前記第１及び第２の制御チャネルの内の１つに対して使用され、前記
第１の及び第２の制御チャネルのうちの他の１つに対して使用されないことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１及び第２の制御チャネルは、異なるターゲット信号対雑音比（ＳＮＲ）を備え
、共に多重化される場合、異なる受信信号レベルを更に備えることを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の制御チャネルが前記他のＵＥからの前記第２の制御チャネルと多重化される
かどうか示す信号を受信することと；
　前記信号に基づいて前記第１の制御チャネルのための前記第１又は第２の送信電力レベ
ルを選択することと；
　を更に含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　電力制御に基づいてユーザ設備（ＵＥ）の送信電力を調整することと；
　第１又は第２の電力オフセットのそれぞれ及び前記ＵＥの前記調整された送信電力に基
づいて前記第１又は第２の送信電力レベルを決定することと；
　を更に含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　第１の制御チャネルが他のユーザ設備（ＵＥ）からの第２の制御チャネルと多重化され
ない場合、第１の送信電力レベルで前記第１の制御チャネルを送り、前記第１の制御チャ
ネルが前記他のＵＥからの前記第２の制御チャネルと多重化される場合、前記第１の送信
電力レベルと異なる第２の送信電力で前記第１の制御チャネルを送るように構成された少
なくとも１つのプロセッサを含むことを特徴とする無線通信のための装置。
【請求項１４】
　前記第１の制御チャネルは、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を含むこと、
　前記第２の制御チャネルは、肯定応答（ＡＣＫ）チャネルを含むこと、
　前記第２の送信電力レベルは、前記第１の送信電力より低いこと、
　を特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第１の制御チャネルは、肯定応答（ＡＣＫ）チャネルを含むこと、
　前記第２の制御チャネルは、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を含むこと、
　前記第２の送信電力レベルは、前記第１の送信電力レベルより高いこと、
　を特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第１の制御チャネルを前記他のＵＥからの前
記第２の制御チャネルと多重化することをランダム化するために前記第１の制御チャネル
をホップするように構成されていることを特徴とする請求項１３に記載の装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、電力制御に基づいてユーザ設備（ＵＥ）の送信電
力を調整し、第１又は第２の電力オフセットのそれぞれ及び前記ＵＥの前記調整された送
信電力に基づいて前記第１又は第２の送信電力レベルを決定するように構成されているこ
とを特徴とする請求項１３に記載の装置。
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【請求項１８】
　第１の制御チャネルが他のユーザ設備（ＵＥ）からの第２の制御チャネルと多重化され
る場合、第１の送信電力レベルで前記第１の制御チャネルを送るための手段と；
　前記第１の制御チャネルが前記他のユーザ設備（ＵＥ）からの前記第２の制御チャネル
と多重化されない場合、前記第１の送信電力レベルと異なる第２の送信電力レベルで前記
第１の制御チャネルを送るための手段と；
　を含むことを特徴とする無線通信のための装置。
【請求項１９】
　前記第１の制御チャネルは、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を含むこと、
　前記第２の制御チャネルは、肯定応答（ＡＣＫ）チャネルを含むこと、
　前記第２の送信電力レベルは、前記第１の送信電力より低いこと、
　を特徴とする請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第１の制御チャネルは、肯定応答（ＡＣＫ）チャネルを含むこと、
　前記第２の制御チャネルは、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を含むこと、
　前記第２の送信電力レベルは、前記第１の送信電力レベルより高いこと、
　を特徴とする請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第１の制御チャネルを前記他のＵＥからの前記第２の制御チャネルと多重化するこ
とをランダム化するために前記第１の制御チャネルをホップする手段を更に含むことを特
徴とする請求項１８に記載の装置。
【請求項２２】
　電力制御に基づいてユーザ設備（ＵＥ）の送信電力を調整する手段と；
　第１又は第２の電力オフセットのそれぞれ及び前記ＵＥの前記調整された送信電力に基
づいて前記第１又は第２の送信電力レベルを決定する手段と；
　を更に含むことを特徴とする請求項１８に記載の装置。
【請求項２３】
　コンピュータ判読可能なメディアが：
第１の制御チャネルが他のユーザ設備（ＵＥ）からの第２の制御チャネルと多重化されな
い場合、第１の送信電力レベルで前記第１の制御チャネルを送ることを少なくとも１つの
コンピュータに実行させるためのコードと；
　前記第１の制御チャネルが前記他のＵＥからの前記第２の制御チャネルと多重化される
場合、前記第１の送信電力レベルと異なる第２の送信電力レベルで前記第１の制御チャネ
ルを送ることを少なくとも１つのコンピュータに実行させるためのコードと；
　を含むことを特徴とするコンピュータ・プログラム製品。
【請求項２４】
　チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）が他のユーザ設備（ＵＥ）からの肯定応答（ＡＣ
Ｋ）チャネルと多重化されない場合、第１の送信電力レベルで前記ＣＱＩを送ること、
　前記ＣＱＩが前記他のＵＥからの前記ＡＣＫチャネルと多重化される場合、前記第１の
送信電力レベルより低い第２の送信電力で前記ＣＱＩを送ること、
　を含むことを特徴とする無線通信のための方法。
【請求項２５】
　拡散せずに前記ＣＱＩチャネルのためのマルチプル・データ・シーケンスを生成するこ
とを更に含むこと、なお、前記第２の送信電力レベルで前記ＣＱＩチャネルを送ることは
、前記第２の送信電力レベルでリソース・ブロックのマルチプル・シンボル周期の前記マ
ルチプル・データ・シーケンスを送ることを含み、前記他のＵＥからの前記ＡＣＫチャネ
ルは、前記リソース・ブロック内で拡散されて送られることを特徴とする請求項２４に記
載の方法。
【請求項２６】
　参照信号シーケンスに基づいて前記ＣＱＩチャネルのためのマルチプル・データ・シー
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ケンスの生成することを更に含むこと、なお、前記第２の送信電力レベルで前記ＣＱＩチ
ャネルを送ることは、前記第２の送信電力レベルでリソース・ブロックのマルチプル・シ
ンボル周期の前記マルチプル・データ・シーケンスを送ることを含み、前記他のＵＥから
の前記ＡＣＫチャネルのためのデータ・シーケンスは、少なくとも１つの他の参照信号シ
ーケンスで生成され、前記参照信号シーケンス及び前記少なくとも１つの他の参照信号シ
ーケンスは、ベース・シーケンスの異なる周期シフトに対応することを特徴とする請求項
２４に記載の方法。
【請求項２７】
　チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）チャネルが他のユーザ設備（ＵＥ）からの肯定応
答（ＡＣＫ）チャネルと多重化されない場合、第１の送信電力レベルで前記ＣＱＩチャネ
ルを送り、前記ＣＱＩチャネルが前記他のＵＥからの前記ＡＣＫチャネルと多重化される
場合、前記第１の送信電力レベルより低い第２の送信電力レベルで前記ＣＱＩチャネルを
送るように構成された少なくとも１つのプロセッサを具備することを特徴とする無線通信
のための装置。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、拡散せずに前記ＣＱＩチャネルのためのマルチプ
ル・データ・シーケンスを生成し、前記第２の送信電力レベルでリソース・ブロックのマ
ルチプル・シンボル周期内で前記マルチプル・データ・シーケンスを送るように構成され
ること、
　前記他のＵＥからの前記ＡＣＫチャネルは、前記リソース・ブロック内で拡散されて送
られること、
　を特徴とする請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、参照信号シーケンスに基づいて前記ＣＱＩチャネ
ルのためのマルチプル・データ・シーケンスの生成し、前記第２の送信電力レベルでリソ
ース・ブロックのマルチプル・シンボル周期内で前記マルチプル・データ・シーケンスを
送るように構成されること、
　前記他のＵＥからの前記ＡＣＫチャネルのためのデータ・シーケンスは、少なくとも１
つの他の参照信号シーケンスで生成されること、
　前記参照信号シーケンス及び前記少なくとも１つの他の参照信号シーケンスは、ベース
・シーケンスの異なる周期シフトに対応すること、
　を特徴とする請求項２７に記載の装置。
【請求項３０】
　第１の制御チャネルが他のＵＥからの第２の制御チャネルと多重化されない場合、第１
の受信信号対雑音比（ＳＮＲ）でユーザ設備（ＵＥ）からの前記第１の制御チャネルを受
信することと；
　前記第１の制御チャネルが前記他のＵＥからの前記第２の制御チャネルと多重化される
場合、前記第１の受信ＳＮＲと異なる第２の受信ＳＮＲで前記第１の制御チャネルを受信
することと；
　を含むことを特徴とする無線通信のための方法。
【請求項３１】
　前記第１の制御チャネルは、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）チャネルを含むこと
、
　前記第２の制御チャネルは、肯定応答（ＡＣＫ）チャネルを含むこと、
　前記第２の受信ＳＮＲは、前記第１の受信ＳＮＲより低いこと、
　を特徴とする請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記他のＵＥからの前記ＡＣＫチャネルと多重化される場合、前記ＣＱＩチャネルに対
して消去検知を実行することと；
　前記他のＵＥからの前記ＡＣＫチャネルと多重化されない場合、前記ＣＱＩチャネルに
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対する前記消去検知をスキップすることと；
　を更に含むことを特徴とする請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記ＣＱＩチャネルがメトリックに基づいて信頼性があるかどうかを決定することと；
前記ＣＱＩチャネルが信頼性を有すると判断された場合、前記ＣＱＩチャネルから受信し
たＣＱＩレポートを使用することと；
　前記ＣＱＩチャネルが信頼性を有しないと判断された場合、前記ＣＱＩリポートを放棄
することと；
　を更に含むことを特徴とする請求項３１に記載の方法。
【請求項３４】
　前記第１の制御チャネルは、肯定応答（ＡＣＫ）チャネルを含むこと、
　前記第２の制御チャネルは、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）チャネルを含むこと
、
　前記第２の受信ＳＮＲは、前記第１の受信ＳＮＲより高いこと、
　を特徴とする請求項３０に記載の方法。
【請求項３５】
　前記第１及び第２の制御チャネルが共に多重化される場合、干渉除去で前記第１及び第
２の制御チャネルに対して検知を実行することを更に含むことを特徴とする請求項３０に
記載の方法。
【請求項３６】
　第１の制御チャネルが他のＵＥからの第２の制御チャネルと多重化されない場合、第１
の受信信号対雑音比（ＳＮＲ）でユーザ設備（ＵＥ）からの前記第１の制御チャネルを受
信し、前記第１の制御チャネルが前記他のＵＥからの前記第２の制御チャネルと多重化さ
れる場合、前記第１の受信ＳＮＲと異なる第２の受信ＳＮＲで前記第１の制御チャネルを
受信するように構成された少なくとも１つのプロセッサを含むことを特徴とする無線通信
のための装置。
【請求項３７】
　前記第１の制御チャネルは、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）チャネルを含むこと
、
　前記第２の制御チャネルは、肯定応答（ＡＣＫ）チャネルを含むこと、
　前記第２の受信ＳＮＲは、前記第１の受信ＳＮＲより低いこと、
　を特徴とする請求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記他のＵＥからの前記ＡＣＫチャネルと多重化
される場合、前記ＣＱＩチャネルに対して消去検知を実行し、前記他のＵＥからの前記Ａ
ＣＫチャネルと多重化されない場合、前記ＣＱＩチャネルに対する前記消去検知をスキッ
プするように構成されることを特徴とする請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＣＱＩチャネルがメトリックに基づいて信頼
性があるかどうかを決定し、前記ＣＱＩチャネルが信頼性を有すると判断された場合、前
記ＣＱＩチャネルから受信したＣＱＩレポートを使用し、前記ＣＱＩチャネルが信頼性を
有しないと判断された場合、前記ＣＱＩリポートを放棄するように構成されることを特徴
とする請求項３９に記載の方法。
【請求項４０】
　前記第１の制御チャネルは、肯定応答（ＡＣＫ）チャネルを含むこと、
　前記第２の制御チャネルは、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）チャネルを含むこと
、
　前記第２の受信ＳＮＲは、前記第１の受信ＳＮＲより高いこと、
　を特徴とする請求項３６に記載の装置。
【請求項４１】
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　前記第１及び第２の制御チャネルが共に多重化される場合、前記少なくとも１つのプロ
セッサは、干渉除去で前記第１及び第２の制御チャネルに対して検知を実行することを更
に含むことを特徴とする請求項３６に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本出願は、アップリンク制御チャネルの多重化及び電力制御に関する方法及び装置と題
される、２００７年５月１８日出願の米国仮特許出願第６０／９３８，９９５号の利益を
主張する。この仮出願は、参照によって本明細書に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、一般的に通信に関し、特に、無線通信システムの送信制御情報のための技術
に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信システムは、音声、ビデオ、パケット・データ、メッセージング、ブロードキ
ャストなどのような様々な通信コンテンツを提供するために広く展開されている。これら
の無線システムは、利用可能なシステム・リソースを共有することで複数のユーザをサポ
ートすることを可能にするマルチプル－アクセス・システムである。このようなマルチプ
ル－アクセス・システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接
続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム及び直交周波数分割
多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　無線通信システムにおいて、ノードＢは、ダウンリンクでユーザ設備（ＵＥ）にトラフ
ィック・データを送信し、及び／又はアップリンクでＵＥからトラフィック・データを受
信する。ダウンリンク（又はフォワード・リンク）は、ノードＢからＵＥでの通信リンク
を称し、アップリンク（又はリバース・リンク）は、ＵＥからノードＢでの通信リンクを
称する。ＵＥは、ノードＢにダウンリンク・チャネル品質を表示するチャネル品質インジ
ケータ（ＣＱＩ）情報を送る。ノードＢは、ＣＱＩ情報に基づいたレート又はトランスポ
ート・フォーマットを選択し、ＵＥに選択されたレート又はトランスポート・フォーマッ
トでトラフィック・データを送る。ＵＥは、ノードＢから受信したトラフィック・データ
に対して肯定応答（ＡＣＫ）情報を送信する。ノードＢは、ＡＣＫ情報に基づいてＵＥに
新しいトラフィック・データを送信するべきか、未完のトラフィック・データを再送信す
るべきかを判断する。良い性能を達成するために信頼性の高いＡＣＫ及びＣＱＩ情報を送
ることが望ましい。
【発明の概要】
【０００５】
　無線通信システムの制御情報を送信するための技術がここに説明される。このシステム
は、異なる性能要求及び異なるターゲット信号対雑音比（ＳＮＲ）を有するＡＣＫチャネ
ル及びＣＱＩチャネルのような異なる制御チャネルをサポートする。
【０００６】
　一つの態様において、異なるＵＥからのＡＣＫ及びＣＱＩチャネルは、同じリソース・
ブロック上で多重化される。ＡＣＫ及びＣＱＩチャネルは、それらのターゲットＳＮＲを
達成するために電力が制御される。この場合、ＣＱＩチャネルからの干渉は、ＡＣＫチャ
ネルの性能を低減させる。１つの設計において、ＣＱＩチャネルの送信電力は、（ｉ）Ｃ
ＱＩチャネルがＡＣＫチャネルと多重化されない場合、ＣＱＩに対して通常のターゲット
ＳＮＲを達成するために設定され、（ｉｉ）ＣＱＩチャネルがＡＣＫチャネルと多重化さ
れる場合、低いターゲットＳＮＲを達成するために低減又はバック・オフされる。別の設
計において、ＡＣＫチャネルの送信電力は、（ｉ）ＡＣＫチャネルがＣＱＩチャネルと多
重化されない場合、ＡＣＫに対して通常のターゲットＳＮＲを達成するために設定され、
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（ｉｉ）ＡＣＫチャネルがＣＱＩチャネルと多重化される場合、より高いターゲットＳＮ
Ｒを達成するためにブーストされる。また別の設計において、これらのチャネルが共に多
重化される場合、ＣＱＩチャネルに対してバックオフし、ＡＣＫチャネルに対してブース
トすることの組み合わせが使用される。
【０００７】
　ＣＱＩチャネルに対してより低いターゲットＳＮＲ及び／又はＡＸＫチャネルに対して
より高いターゲットＳＮＲを使用することは、これらのチャネルが共に多重送信される場
合、ＣＱＩ性能を低下させる。１つの設計において、ＵＥからのＣＱＩチャネルがランダ
ムにホップするため、ＣＱＩチャネルは、ＡＣＫチャネルと常に多重化できない。従って
、性能が低下する。別の設計において、ＡＣＫチャネルと多重化される場合、ノードＢは
、ＣＱＩチャネルに対して消去検知を実行する。ノードＢは、ＣＱＩチャネルからＣＱＩ
レポートを受信し、それが十分に信頼できる場合、ＣＱＩレポートを使用し、そうでなけ
れば破棄する。また別の設計において、ＡＣＫ及びＣＱＩチャネルが共に多重化される場
合、ノードＢは、干渉除去を備えた検知を実行する。ノードＢは、最初にＡＣＫチャネル
（より信頼性の高い）を検知し、次に、検知されたＡＣＫチャネルで干渉を評価し、消去
し、その後、ＣＱＩチャネル（信頼性が高くない）を検知する。
【０００８】
　開示の様々な態様及び特徴は、以下で詳細に記述される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】無線通信システムを示す図。
【図２】ダウンリンク及びアップリンク送信の例を示す図。
【図３】アップリンクに対する送信構造の例を示す図。
【図４】ＡＣＫ構造の例を示す図。
【図５】ＣＱＩ構造の例を示す図。
【図６】制御情報を送信するためのプロセスを示す図。
【図７】制御情報を送信するための装置を示す図。
【図８】ＣＱＩチャネルを送信するためのプロセスを示す図。
【図９】ＣＱＩチャネルを送信するための装置を示す図。
【図１０】制御情報を受信するためのプロセスを示す図。
【図１１】制御情報を受信するための装置を示す図。
【図１２】ノードＢ及びＵＥのブロック図。
【発明の詳細な説明】
【００１０】
　ここに記載された技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭ
Ａ及び他のシステムのような様々な無線通信システムに対して使用される。「システム」
及び「ネットワーク」という用語は、しばしば交換可能に使用される。ＣＤＭＡシステム
は、ユニバーサル・テレストリアル・ラジオ・アクセス（ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００
などのような無線技術を実装される。ＵＴＲＡは、広帯ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）及び他の
異なるＣＤＭＡを含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５及びＩＳ－８
５６標準をカバーする。ＴＤＭＡシステムは、グローバル移動体通信システム（ＧＳＭ）
のような無線技術を実装してもよい。ＯＦＤＭＡシステムは、拡張ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲ
Ａ）、ウルトラ・モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－
Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、フラッシュ－Ｏ
ＦＤＭ（商標登録）などのような無線技術を実装する。ＵＴＲＡ及びＥ－ＵＴＲＡは、ユ
ニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション・システム（ＵＭＴＳ）の一部である。
３ＧＰＰ・ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）は、ダウンリンクでＯＦＤＭＡ
を採用し、アップリンクでＳＣ－ＦＤＭＡを採用したＥ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳを
近々公開する。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ及びＧＳＭは、「第３世代パ
ートナーシップ・プロジェクト」（３ＧＰＰ）と名づけられた組織からの文章において説
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明される。ｃｄｍａ２０００及びＵＭＢは、「第３世代パートナーシップ・プロジェクト
２」（３ＧＰＰ２）と名づけられた組織からの文章において説明される。明確にするため
、技術におけるある態様は、ＬＴＥに対して以下で説明され、ＬＴＥ専門用語は、以下の
説明で多く使用される。
【００１１】
　図１は、マルチプル・ノードＢ１１０を備えた無線通信システム１００を示す。ノード
Ｂは、ＵＥと通信する固定局であり、拡張ノードＢ（ｅＮＢ）、基地局、アクセス・ポイ
ントなどと呼ばれる。ＵＥ１２０は、システム全体にわたって分散され、各ＵＥは、ステ
イショナリー又はモバイルである。更に、ＵＥは、移動局、端末、アクセス端末、加入者
ユニット、局などと呼ばれる。ＵＥは、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、無線モデム
、無線通信装置、ハンドヘルド装置、ラップトップ・コンピュータ、コードレス・ホンな
どである。「ＵＥ」と「ユーザ」の用語は、ここにおいて交換可能に使用される。
【００１２】
　図２は、ノードＢによるダウンリンク送信及びＵＥによるアップリンク送信の例を示す
。送信スケジュール（transmission timeline）は、サブフレーム単位に分割され、各サ
ブフレームは、あらかじめ決められた継続時間、例えば、１ミリセカンド（ｍｓ）を有す
る。ＵＥは、ノードＢに対するダウンリンク・チャネル品質を周期的に評価し、ノードＢ
にＣＱＩチャネルでＣＱＩ情報を送る。ノードＢは、ダウンリンク送信のためにＵＥを選
択し、ＵＥのために適切なトランスポート・フォーマット（例えば、変調及び符号スキー
ム）を選択するためにＣＱＩ情報及び／又は他の情報を使用する。ノードＢは、対応する
符号語を得るためにトランスポート・ブロックを処理する。その後、ノードＢは、物理ダ
ウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）で符号語送信を送り、ＵＥに物理ダウンリンク制
御チャネル（ＰＤＣＣＨ）で対応する制御情報を送る。ＵＥは、ノードＢから受信された
符号語送信を処理し、ＡＣＫチャネル上にＡＣＫ情報を送る。ＡＣＫ及びＣＱＩチャネル
は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の一部であってもよい。符号語が正確
に復号される場合、ＡＣＫ情報は、ＡＣＫを含み、符号語が誤って復号される場合、否定
応答（ＮＡＫ）を含む。ＮＡＫが受信される場合、ノードＢは、別の符号語送信を送り、
ＡＣＫが受信される場合、新しい符号語送信を送る。図２は、ＡＣＫ情報が２サブフレー
ムだけ遅れる例を示している。ＡＣＫ情報は、ある他の量だけ遅れても良い。
【００１３】
　図３は、アップリンクに対して使用される送信構造３００の設計を示している。各サブ
フレームは、２つのスロットに分割される。各スロットは、固定された又は構成可能なシ
ンボル周期、例えば、拡張された周期プレフィックスに対して６シンボル周期又は通常の
周期プレフィックスに対して７シンボル周期を含む。
【００１４】
　アップリンクについては、合計Ｋの副搬送波が利用可能であり、リソース・ブロックに
グループ化される。各リソース・ブロックは、１つのスロットにＮの副搬送波（例えば、
Ｎ＝１２の副搬送波）を含む。利用可能なリソース・ブロックは、データ・セクション及
び制御セクションに分割される。図３で示されるように、制御セクションは、システム帯
域幅の両端に形成される。制御セクションは、ＵＥによるアップリンクで送られる制御情
報の量に基づいて選択される構成可能なサイズを有する。制御セクションのリソース・ブ
ロックは、ＡＣＫ情報、ＣＱＩ情報などの送信のためにＵＥに割り当てられる。データ・
セクションは、制御セクションに含まれない全てのリソース・ブロックを含む。一般的に
、利用可能なリソース・ブロックの任意のサブセットは、制御情報を送るために利用され
、残ったリソース・ブロックは、トラフィック・データを送るために利用される。
【００１５】
　ＵＥは、ノードＢにＡＣＫ及び／又はＣＱＩ情報を送信するために制御セクションのリ
ソース・ブロックを割り当てる。ＡＣＫ情報は、ＵＥにノードＢによって送られた各トラ
ンスポート・ブロックがＵＥによって正確に又は誤って復号されたかどうかを伝える。Ｕ
Ｅによって送られるＡＣＫ情報の量は、ＵＥに送られたトランスポート・ブロックの数に
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ックがＵＥに送られるかどうかによって１つ或いは２つのＡＣＫビットを含む。他の設計
において、ＡＣＫ情報は、より多くのＡＣＫビットを含んでもよい。
【００１６】
　ＣＱＩ情報は、ノードＢに対してＵＥによって評価されたダウンリンク・チャネル品質
を伝える。ＵＥによって送られたＣＱＩ情報の量は、ダウンリンク送信のために利用可能
な空間チャネルの数、ダウンリンク・チャネル品質を報告するためのフォーマット、報告
されたダウンリンク・チャネル品質の要求された精度（granularity）などのような様々
な要素に依存する。１つの設計において、ＣＱＩ情報は、８、９又は１０ビットを含む。
他の設計において、ＣＱＩ情報は、より少数又はより多くのビットを含んでもよい。
【００１７】
　ＵＥは、制御セクションのリソース・ブロックにマッピングされたＰＵＣＣＨでＡＣＫ
及び／又はＣＱＩ情報を送る。１つの設計において、２つのＰＵＣＣＨ構造がサポートさ
れ、それは、ＡＣＫ構造及びＣＱＩ構造と呼ばれる。ＡＣＫ構造は、単にＡＣＫ情報を送
るために使用される。ＣＱＩ構造は、ＣＱＩ情報のみ又はＡＣＫ及びＣＱＩ情報の両方を
送るために利用される。ＡＣＫとＣＱＩ構造は、他の名前でも引用される。例えば、ＡＣ
Ｋ構造は、１つ或いは２つのＡＣＫビットが送られているかどうかに依存してＰＵＣＣＨ
フォーマット０或いは１としても参照される。ＣＱＩ構造は、ＰＵＣＣＨフォーマット２
としても参照される。
【００１８】
　図４は、各スロットが７つのシンボル周期を含む場合に関するＡＣＫ構造４００の設計
を示している。各サブフレームにおいて、左スロットは、７つのシンボル周期０から６を
含み、右スロットは、７つのシンボル周期７から１３を含む。１セットのＵＥは、リソー
ス・ブロック・ペアでＡＣＫ情報を同時に送る。ここで、リソース・ブロック・ペアは、
（ｉ）図４で示されるように、左スロットのトップ制御セクション内の１つのリソース・
ブロック及び右スロットのボトム制御セクション内の１つのリソース・ブロック、又は（
ｉｉ）（図４の斜線ハッシングとして示される）左スロットのボトム制御セクションの１
つのリソース・ブロック及び右スロットのトップ制御セクション内の１つのリソース・ブ
ロックのどちらかを含む。図４で示される設計において、ＡＣＫのための各リソース・ブ
ロックは、データのために４つのシンボル周期を含み、パイロットのために３つのシンボ
ル周期を含む。更に、ＡＣＫのためのデータ及びパイロットは、リソース・ブロック内で
他の方法で送られてもよい。
【００１９】
　図５は、各スロットが７つのシンボル周期を含む場合のＣＱＩ構造５００の設計を示し
ている。図５に示される設計において、ＣＱＩのための各リソース・ブロックは、データ
用に５つのシンボル周期を含み、パイロット用に２つのシンボル周期を含む。更に、ＣＱ
Ｉのためのデータ及びパイロットは、リソース・ブロック内で他の方法でも送られてもよ
い。
【００２０】
　表１は、１つの設計に従ってＡＣＫ及びＣＱＩ構造のいくつかの特徴を一覧表にしたも
のである。
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【表１】

【００２１】
　ＡＣＫ及びＣＱＩ情報は、様々な方法で送られる。１つの設計において、ＡＣＫ及びＣ
ＱＩ情報は、よい相関特性を有した参照信号シーケンスを使用して送られる。異なるＵＥ
は、ベース・シーケンスで生成された異なる参照信号シーケンスを使用して同じリソース
・ブロックでＡＣＫ及び／又はＣＱＩ情報を同時に送る。ベース・シーケンスは、シュウ
（Chu）シーケンス、ザルドフ－シュウ（Zardoff-Chu）シーケンス、フランク（Frank）
シーケンス、一般化されたチャープ－ライク（chirp-like（ＧＣＬ））シーケンスなどの
ＣＡＺＡＣ（一定な振幅ゼロ自動相関）である。更に、ベース・シーケンスは、良い相関
特性を有するために定義されたシーケンスである。
【００２２】
　１つの設計において、長さ６の参照信号シーケンスは、長さ１２のベース・シーケンス
の６つの異なる周期シフトで生成される。一般的に、任意の数の参照信号シーケンスが生
成される。１つの設計において、ＵＥは、サブフレームの全てのシンボル周期に対して単
一の参照信号シーケンスを使用する。別の設計において、ＵＥは、サブフレームの異なる
シンボル周期又は異なるスロットに対して異なる参照信号シーケンスを使用する。このホ
ッピングは、干渉をランダム化する。
【００２３】
　ＵＥは、様々な方法でＡＣＫ情報を送ることができる。１つの設計において、ＵＥは、
ＢＰＳＫ又はＱＰＳＫそれぞれに基づいた変調シンボルｄ（０）にＡＣＫのための１ビッ
ト又は２ビットを最初にマッピングする。その後、ＵＥは、以下のように変調シンボルｄ
（０）でＵＥに割り当てられた参照信号シーケンスｒ（ｎ）を変調する：

【数１】

【００２４】
ここで、ｙ（ｎ）は、ＡＣＫのために変調されたシーケンスである。
【００２５】
　その後、ＵＥは、以下のように変調されたシーケンスを拡散する：

【数２】

【００２６】
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ここで、ｗ（ｍ）は、ＡＣＫに対してＵＥに割り当てられた直交シーケンスであり、ｚｍ

（ｎ）は、シンボル周期ｍに対するＡＣＫのためのデータ・シーケンスである。
【００２７】
　４つの直交シーケンスがウォルシュ行列で定義され、ＵＥは、４つの直交シーケンスの
うちの１つが割り当てられる。式（２）の中で示される設計において、ＵＥは、ＵＥによ
って割り当てられた直交シーケンスｗ（ｍ）の４つのシンボルｗ（０）からｗ（３）と変
調シーケンスｙ（ｎ）をそれぞれ掛けることによって４つのデータ・シーケンスｚ（０）
からｚ（ｎ）を生成する。その後、図４に示されるように、ＵＥは、左スロットの４つの
シンボル周期０、１、５及び６の中の４つのデータ・シーケンスを送り、右スロットの４
つのシンボル周期７、８、１２及び１３の４つのデータ・シーケンスも送る。
【００２８】
　ＵＥは、様々な方法でＡＣＫに対してパイロットを送ってもよい。１つの設計において
、ＵＥは、３×３の離散フーリエ変換（ＤＦＴ）行列に基づいて定義された３つの直交シ
ーケンスｑ０（ｍ）、ｑ１（ｍ）、ｑ２（ｍ）のセットから選択された直交シーケンスｑ
（ｍ）を割り当てられる。ＵＥは、３つのパイロット・シーケンスｐ０（ｎ）からｐ２（
ｎ）それぞれを得るためにＵＥに割り当てられた直交シーケンスｑ（ｍ）の３つのシンボ
ルｑ（０）からｑ（２）とその参照信号シーケンスｒ（ｎ）を拡散する。その後、図４に
示されるように、ＵＥは、左スロットの３つのシンボル周期２、３及び４の中の３つのパ
イロット・シーケンスを送り、右スロットの３つのシンボル周期９、１０及び１１の中の
３つのパイロット・シーケンスも送る。
【００２９】
　１８個までのＵＥは、６つの参照信号シーケンス及び３つの直交シーケンスｑ０（ｍ）
、ｑ１（ｍ）、ｑ２（ｍ）と共にＡＣＫのためのパイロットを同時に送る。２４個までの
ＵＥは、６つの参照信号シーケンス及び４つの直交シーケンスｗ０（ｍ）からｗ３（ｍ）
と共にＡＣＫのためのデータを同時に送る。１つの設計において、１８つのＡＣＫチャネ
ルは、６つの参照信号シーケンス、パイロットのための３つの直交シーケンス及びデータ
のための４つの直交シーケンスで定義される。ＡＣＫチャネルの数は、同時にパイロット
を送ることができるＵＥの数によって制限される。各ＡＣＫチャネルは、特定参照信号シ
ーケンスｒ（ｎ）、パイロットのための特定直交シーケンスｑ（ｍ）及びデータのための
特定直交シーケンスｗ（ｍ）と関連づけられる。１８つまでのＵＥは、同じリソース・ブ
ロック・ペアで１８つまでのＡＣＫチャネルでＡＣＫ情報を送る。これらのＵＥは、（ｉ
）周波数ドメインの参照信号シーケンスの分離及び（ｉｉ）時間ドメインの直交シーケン
スで拡散することによって識別される。
【００３０】
　ＵＥは、様々な方法でＣＱＩ情報を送ってもよい。１つの設計において、ＵＥは、最初
に２０の符号化ビットを得るためにＣＱＩに対して８から１０の情報ビットを符号化し、
１０の変調シンボル、ｄ（０）からｄ（９）、にこれら２０の符号化ビットをマッピング
する。その後、ＵＥは、以下のように各変調シンボルｄ（ｍ）でその参照信号シーケンス
ｒ（ｎ）を変調する：
【数３】

【００３１】
ここで、ｃｍ（ｎ）は、シンボル周期ｍに対するＣＱＩのためのデータ・シーケンスであ
る。ＵＥは、１０の変調シンボル、ｄ（０）からｄ（９）、に対して１０のデータ・シー
ケンス、ｃ０（ｎ）からｃ９（ｎ）、をそれぞれ生成する。ＵＥは、例えば、図５に示さ
れたように、１つのリソース・ブロック・ペアのＣＱＩデータのために１０のシンボル周
期内に１０のデータ・シーケンスを送る。
【００３２】
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　ＵＥは、様々な方法でＣＱＩのためにパイロットを送ってよい。１つの設計において、
例えば、図５に示されるように、パイロット・シーケンスとして直接的にその参照信号シ
ーケンスｒ（ｎ）を使用し、パイロットのために各シンボル周期のその参照信号シーケン
スを送る。
【００３３】
　１つの設計において、６つのＣＱＩチャネルは、６つの参照信号シーケンスで定義され
る。各ＣＱＩチャネルは、特定参照信号シーケンスｒ（ｎ）で関係付けられる。６個まで
のＵＥは、同じリソース・ブロック・ペアで６つまでのＣＱＩチャネル上でＣＱＩのため
のデータ及びパイロットを同時に送る。これらのＵＥは、周波数ドメインの参照信号シー
ケンスの分離によって識別される。
【００３４】
　１つの設計において、１スロットあたり６つのシンボル周期である場合、ＡＣＫのため
のデータが４つのシンボル周期で送られ、ＡＣＫに対するパイロットが２つのシンボル周
期で送られる。ＣＱＩのためのデータは、５つのシンボル周期で送られ、ＣＱＩのための
パイロットは、１つのシンボル周期で送られる。４つの参照信号シーケンスが定義される
。４つのＣＱＩチャネル又は８つのＡＣＫチャネルは、１つのリソース・ブロック・ペア
でサポートされる。
【００３５】
　一般的に、ＡＣＫチャネルの数とＣＱＩチャネルの数は、１スロットあたりのシンボル
周期の数、データのためのシンボル周期の数、パイロットのためのシンボル周期の数、参
照信号シーケンスの数などのような様々な因子に依存する。明確化のために、以下の説明
は、図４、５及び表１で示された設計であると仮定する
　１８までのＡＣＫチャネルは、例えば、図４で示されるように、同じリソース・ブロッ
ク・ペアで送られる。６つまでのＣＱＩチャネルは、例えば、図５で示されるように、同
じリソース・ブロック・ペアで送られる。更に、ＡＣＫとＣＱＩチャネルは、同じリソー
ス・ブロック・ペアで多重化される。利用可能な参照信号シーケンスの各々は、ＡＣＫ又
はＣＱＩのいずれかのために使用される。３つのＡＣＫチャネル又は１つのＣＱＩチャネ
ルが各参照信号シーケンスでサポートされる。参照信号シーケンスは、周波数ドメインの
別の参照信号シーケンスと直交する。従って、同じリソース・ブロックでＡＣＫ及びＣＱ
Ｉチャネルを多重化する場合、ＣＱＩのためのパイロットは、ＡＣＫのためのデータとオ
ーバーラップし、ＡＣＫのためのパイロットは、ＣＱＩのためのデータとオーバーラップ
する。表２は、多重化したＡＣＫ及びＣＱＩチャネルに対する７つの構造を一覧表にし、
各構造に対してＡＣＫチャネルの数及びＣＱＩチャネルの数を与えている。
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【表２】

【００３６】
　１つの設計において、ＡＣＫリソースは、暗にＵＥに割り当てられる。与えられたＵＥ
に割り当てられたＡＣＫリソースは、ＡＣＫのために使用されたリソース・ブロック、参
照信号シーケンスｒ（ｎ）、データのための直交シーケンスｗ（ｍ）及びパイロットのた
めの直交シーケンスｑ（ｍ）を含む。図２に示されるように、ノードＢは、ＵＥにＰＤＣ
ＣＨで制御情報を送る。異なるＰＤＣＣＨリソース（又はインデックス）は、異なるＡＣ
Ｋリソースにマッピングされる。ＵＥは、ＵＥに制御情報を送るために使用されたＰＤＣ
ＣＨリソースに基づいたＵＥに割り当てられたＡＣＫリソースを確認する。１つの設計に
おいて、ＣＱＩリソースは、ＵＥに明示的に割り当てられ、ＵＥに信号を送る。更に、Ａ
ＣＫとＣＱＩのリソースは、他の方法で割り当てられてもよい。
【００３７】
　ＡＣＫチャネルは、ある性能要求及びある受信信号品質要求を有する。同様に、ＣＱＩ
チャネルは、ある性能要求及びある受信信号品質要求を有する。性能要求は、ターゲット
・ブロック誤り率（ＢＬＥＲ）、ターゲット・ビット誤り率（ＢＥＲ）、ターゲット・パ
ケット誤り率（ＰＥＲ）、ターゲット抹消レートなどによって与えられる。受信信号品質
要求は、ターゲットＳＮＲ、ターゲット電力スペクトル密度（ＰＳＤ）、ターゲット受信
信号レベルなどによって与えられる。ＰＳＤ及び受信信号レベルは、ノードＢでＡＣＫ又
はＣＱＩチャネルの受信電力を示す。ＳＮＲは、ノードＢでの受信電力とノイズとの比で
ある。ＳＮＲ及びＰＳＤは、ノイズが共通又は既知である場合、等しくなる。ＳＮＲは、
シンボル毎のエネルギーとノイズの比（Ｅｓ／Ｎｏ）、ビット毎のエネルギーと合計ノイ
ズとの比（Ｅｂ／Ｎｔ）などで与えられる。
【００３８】
　異なるＵＥからのＡＣＫチャネルが同じリソース・ブロックで多重化される場合、各Ａ
ＣＫチャネルの送信電力は、ＡＣＫに対するターゲットＳＮＲを達成するために電力制御
で調整される。このターゲットＳＮＲは、ＡＣＫに対するターゲットＢＬＥＲを得るため
に選択される。同様に、異なるＵＥからのＣＱＩチャネルが同じリソース・ブロックで多
重化される場合、各ＣＱＩチャネルの送信電力は、ＣＱＩに対してターゲットＳＮＲを達
成するために電力制御で調整される。このターゲットＳＮＲは、ＣＱＩのためのターゲッ
トＢＬＥＲを得るために選択される。同じリソース・ブロックで多重化されるＡＣＫ又は
ＣＱＩチャネルの間の直交性は、以下の条件に基づいて維持される。：
　　　・無線チャネルの遅延時間の広がりは、参照信号シーケンスの時間－ドメイン周期
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シフトよりも小さく、
　　　・電力制御は、共に多重化されたＡＣＫ又はＣＱＩチャネルのために受信されたＳ
ＮＲと同じ程度長期間維持されるべきであり、
　　　・無線チャネルのコヒーレンス時間は、ＡＣＫチャネルのためのウォルシュ展開よ
り長くなるべきである。
【００３９】
例えば、長さ４の直交シーケンスは１２０ｋｍ／ｈ未満の速度対して使用され、長さ２の
直交シーケンスは、３５０ｋｍ／ｈのような高速度に対して使用される。
【００４０】
コンピュータ・シミュレーションは、ＡＣＫチャネルの性能が正確な電力制御に大きく依
存することを示している。異なるＵＥからのＡＣＫチャネルが異なる長期受信（long-ter
m received）ＳＮＲを有する場合、これらのＡＣＫチャネルの性能は、大きく変わり、幾
つかのＡＣＫチャネルの性能は、要求を満たさなくなる。シミュレーション結果は、電力
制御がこれらＡＣＫチャネルに対してよい性能を達成するために同じリソース・ブロック
で多重化された異なるＡＣＫチャネルに対して同様の長期受信ＳＮＲを維持すべきである
ことを示している。同様に、電力制御は、これらＣＱＩチャネルに対してよい性能を達成
するために同じリソース・ブロック上で多重化された異なるＣＱＩチャネルに対して同様
の長期受信ＳＮＲを維持すべきである。
【００４１】
　異なるＵＥからのＡＣＫとＣＱＩのチャネルは、例えば、表２の配列１から５で示され
るように、同じリソース・ブロックで共に多重化される。電力制御は、そのターゲットＳ
ＮＲで各ＡＣＫチャネルを維持し、そのターゲットＳＮＲで各ＣＱＩチャネルを維持する
ことを試みる。しかしながら、設計された電力制御処理でさえ、ＡＣＫとＣＱＩのチャネ
ルの総合的な性能は、以下の理由のため、まだ難点がある。ＡＣＫとＣＱＩチャネルは、
異なるターゲットＳＮＲを有する。その時、電力制御は、ＡＣＫとＣＱＩチャネルのため
にＰＳＤの差を導く。このＰＳＤの差は、その後のＡＣＫとＣＱＩチャネルとの間の相互
干渉に帰着し、且つ性能ロスを導くＡＣＫとＣＱＩチャネルとの間の直交性を低下させる
。
【００４２】
　様々なスキームは、同じリソース・ブロックでＡＣＫとＣＱＩチャネルの多重化するこ
とによる性能低下に取り組むために使用される。１つのスキームにおいて、異なるＵＥか
らのＡＣＫとＣＱＩチャネルは、異なるリソース・ブロックで送られ、共に多重化さない
。ＡＣＫリソースは、ＰＤＣＣＨリソースに暗にマッピングされる。その後、ノードＢは
、ＡＣＫチャネルのみがともに多重化されるようにＵＥにＰＤＣＣＨで制御情報を送る。
ノードＢは、ＣＱＩチャネルがＡＣＫチャネルで多重化されないようにＵＥにＣＱＩリソ
ースを割り当てる。ＡＣＫチャネルの送信電力及びＣＱＩチャネルの送信電力は、ＡＣＫ
とＣＱＩに対する要求性能を達成するために別々に制御された電力である。このスキーム
は、ノードＢのためにスケジューラの処理を抑制する。
【００４３】
　１つの面において、異なるＵＥからのＡＣＫとＣＱＩチャネルは、同じリソース・ブロ
ックでともに多重化される。これは、ノードＢがＡＣＫチャネルだけでともに多重化され
ることの保証を必要とせずにＵＥにＰＤＣＣＨで制御情報を自由に送ることを可能にする
。ＡＣＫチャネルに対するターゲットＢＬＥＲ及びターゲットＳＮＲは、ＣＱＩチャネル
に対するターゲットＢＬＥＲ及びターゲットＳＮＲと異なる。例えば、ＡＣＫチャネルは
、約２．８ｄＢのアンテナごとに０．１％のターゲットＢＬＥＲ及び１つのターゲットＳ
ＮＲを有する。対照的に、ＣＱＩチャネルは、約７ｄＢのアンテナごとに１％のターゲッ
トＢＬＥＲ及び１つのターゲットＳＮＲを有する。ＡＣＫ及びＣＱＩチャネルがそれらの
ターゲットＳＮＲを達成するように別々に電力制御された場合、その後、ＡＣＫチャネル
の性能は、上記で記載された理由のために著しく低下する。ＡＣＫ性能の低下は、様々な
方法で軽減してもよい。
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【００４４】
　１つの設計において、ＣＱＩチャネルの送信電力は、（ｉ）ＣＱＩチャネルがＡＣＫチ
ャネルと多重化されない場合、
【数４】

【００４５】
の通常のターゲットＳＮＲを達成するためにセットされ、（ｉｉ）ＣＱＩチャネルがＡＣ
Ｋチャネルと多重化される場合、
【数５】

【００４６】
のより低いターゲットＳＮＲを達成するために低減又はバック・オフされる。
【数６】

【００４７】
は、Ｘデシベル（ｄＢ）だけ

【数７】

【００４８】
より低い。ここで、Ｘは、バックオフ因子であり、あらかじめ決められた量である。この
設計において、ＣＱＩチャネルは、同じリソース・ブロックでＡＣＫチャネルと多重化さ
れない場合、ＣＱＩチャネルの送信電力は、ＣＱＩに対するターゲットＢＬＥＲを達成す
るために通常の方法で調節される。ＣＱＩチャネルが同じリソース・ブロックでＡＣＫチ
ャネルと多重化される場合、ＣＱＩチャネルの送信電力は、ＡＣＫチャネルに対してよい
性能を維持するために通常の値からＸｄＢのバックオフ因子によって低減される。
【００４９】
　別の設計において、ＡＣＫチャネルの送信電力は、（ｉ）ＡＣＫチャネルがＣＱＩチャ
ネルと多重化されない場合、

【数８】

【００５０】
の通常ターゲットＳＮＲを達成するために設定され、（ｉｉ）ＡＣＫチャネルがＣＱＩチ
ャネルと多重化される場合、

【数９】

【００５１】
より高いターゲットＳＮＲを達成するためにブーストされる。
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【数１０】

【００５２】
は、ＹｄＢだけ
【数１１】

【００５３】
より高い。ここで、Ｙは、ブースト因子であり、あらかじめ決められた量である。この設
計において、ＡＣＫチャネルが同じリソース・ブロックでＣＱＩチャネルと多重化されな
い場合、ＡＣＫチャネルの送信電力は、ＡＣＫに対してターゲットＢＬＥＲを達成するた
めに通常の方法で調節される。ＡＣＫチャネルが同じリソース・ブロック上のＣＱＩチャ
ネルと多重化される場合、ＡＣＫチャネルの送信電力は、ＡＣＫチャネルに対して良い性
能を維持するために通常の値からＹｄＢのブースト因子によって増加される。
【００５４】
　また別の設計において、ＣＱＩチャネル及びＡＣＫチャネルが共に多重化される場合、
ＣＱＩチャネルのためのバックオフ及びＣＱＩチャネルのためのブーストの組み合わせが
使用される。ＣＱＩチャネルの送信電力は、ＣＱＩに対して通常値からＸｄＢのバックオ
フ因子によって低減される。ＡＣＫチャネルの送信電力は、ＡＣＫに対して通常値からＹ
ｄＢのブースト因子によって増加される。
【００５５】
　バックオフ因子及び／又はブースト因子は、ＡＣＫの性能とＣＱＩの性能との間のトレ
ードオフに基づいて選択される。一般的に、より大きなバックオフ因子及び／又はより大
きなブースト因子は、ＣＱＩの性能の犠牲でＡＣＫの性能が改善するし、また、逆も同様
である。１つの設計において、バックオフ因子及び／又はブースト因子は、ＡＣＫとＣＱ
Ｉチャネルが同じリソース・ブロックで多重化される時はいつでも使用される固定された
値である。別の設計において、バックオフ因子及び／又はブースト因子は、多重化された
ＣＱＩチャネルの数及びＡＣＫチャネルの数、ＡＣＫチャネルに対して通常のターゲット
ＳＮＲ、ＣＱＩチャネルに対する通常のターゲットＳＮＲなどのような一つ以上のパラメ
ータに依存する。
【００５６】
　ＵＥからの指定された送信（例えば、パイロットチャネル又はＣＱＩチャネル）の送信
電力は、この送信に対して受信されるＳＮＲをターゲットＳＮＲで維持するために電力制
御で調節される。ＵＥからの別の送信（例えば、ＡＣＫチャネル）の送信電力は、指定さ
れた送信の送信電力よりもΔｄＢ高く又は低く設定される。１つの設計において、信号（
例えば、１ビットを示す）は、そのＣＱＩチャネルが他のＵＥからのＡＣＫチャネルと多
重化されているかどうかを示すためにＵＥに送られる。別の設計において、信号は、ＡＣ
Ｋチャネルが他のＵＥからＣＱＩチャネルと多重化されるかどうかを示すためにＵＥに送
られる。任意の場合において、信号が他のＵＥからのＡＣＫチャネル（又はＣＱＩチャネ
ル）とＣＱＩチャネル（又はＡＣＫチャネル）が多重化することを示す場合、ＵＥは、Ｃ
ＱＩチャネルに対してバックオフ因子及び／又はＡＣＫチャネルに対してブースト因子を
適用する。信号は、周期的に送られる又は多重化状態が変化した場合にのみ送られる。
【００５７】
　ＣＱＩチャネル及びＡＣＫチャネルが共に多重化される場合、ＣＱＩチャネルに対して
より低いターゲットＳＮＲ及び／又はＡＣＫチャネルに対してより高いターゲットＳＮＲ
を使用することは、ＣＱＩの性能を低減させる。様々な技術は、ＡＣＫとＣＱＩチャネル
の多重化のためにＣＱＩの性能に対する影響を緩和するために使用される。１つの設計に
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おいて、ＵＥからのＣＱＩチャネルがランダムにホップするため、ＣＱＩチャネルは、Ａ
ＣＫチャネルで常に多重化されない。従って、ＣＱＩチャネルは、より高いＢＬＥＲを受
ける。ランダム・ホッピングは、異なるサブフレーム、異なるスロット又はシンボル周期
内の異なる参照信号シーケンスなどのＣＱＩに対する異なるリソース・ブロックでＵＥを
割り当てることによって達成される。異なる参照信号シーケンスは、ノードＢに割り当て
られた同じベース・シーケンス又は異なるベース・シーケンスから導かれる。ランダム・
ホッピングは、ＣＱＩチャネルが（ｉ）ある時間においてＡＣＫチャネルと多重化され、
別のある時間においてＣＱＩチャネルのみで多重化され、及び／又は（ｉｉ）異なるサブ
フレームの異なるＵＥからのＡＣＫチャネルと多重化される結果である。与えられた周期
シフトの参照信号シーケンを割り当てられたＵＥは、隣接した周期シフトと参照信号シー
ケンスが割り当てられたＵＥからより干渉する傾向がある。ＡＣＫとＣＱＩチャネルは、
干渉を低減するために隣接していない周期シフトと参照信号シーケンスが割り当てられる
。
【００５８】
　別の設計において、ＡＣＫチャネルとの多重化によるＣＱＩより高いＢＬＥＲを考慮す
るために、ＣＱＩチャネルがＡＣＫチャネルと多重化される場合に、ノードＢは、ＣＱＩ
チャネルに対して消去検知を実行する。消去検知に対して、ノードＢは、ＵＥからＣＱＩ
チャネルでＣＱＩレポートを受信し、ＣＱＩチャネルが十分に信頼できる場合、レポート
を使用し、そうでなければレポートを破棄する。消去検知の１つの設計において、ノード
Ｂは、ＵＥからＣＱチャネルで受信した符号語に関するメトリックを計算する。このメト
リックは、ＣＱＩチャネルで送ることができる符号語各々と受信した符号語との間の相関
に基づく。ノードＢは、２つの最良の相関結果との間の差を計算し、閾値に対してこの差
を比較する。差が閾値よりも大きい場合、ノードＢは、受信したＣＱＩレポートを使用す
る。差が閾値よりも小さい場合、ノードＢは、受信したレポートを破棄し、以前のＣＱＩ
レポート又は平均ＣＱＩを使用する。更に、ノードＢは、別の方法、例えば、別のメトリ
ックで消去検知を実施してもよい。
【００５９】
　また別の設計において、ＡＣＫ及びＣＱＩチャネルが共に多重化される場合、ノードＢ
は、干渉消去を備えた検知を実行する。ＡＣＫチャネルの送信電力が通常値からブースト
される及び／又はＣＱＩチャネルの送信電力が通常値から低減される場合、ＣＱＩチャネ
ルの信頼性は、通常より悪い。この場合において、ノードＢは、最初にＡＣＫチャネルを
検知し、その後、ＡＣＫチャネルによって干渉を推定し、消去し、次に、ＣＱＩチャネル
を検知する。これらのチャネルがともに多重化される場合、もし、ＡＣＫとＣＱＩチャネ
ルの送信電力が通常値で維持されるならば、ＡＣＫチャネルの信頼性は、通常より悪くな
る。この場合において、ノードＢは、最初にＣＱＩチャネルを検知し、その後、ＣＱＩチ
ャネルによって干渉を推定し、消去し、次に、ＡＣＫチャネルを検知する。一般的に、ノ
ードＢは、最初より信頼できる制御チャネルを検知し、その後、検知された制御チャネル
によって干渉を推定し、消去し、次に、あまり信頼性のない制御チャネルを検知する。
【００６０】
　ここに記載された技術は、可能な時間・周波数リソースの利用を改善するために同じリ
ソース・ブロックで異なるＵＥからのＡＣＫとＣＱＩチャネルを多重化することを許容す
る。ＡＣＫとＣＱＩチャネルがＡＣＫとＣＱＩチャネルとの間のＰＳＤの違いを考慮に入
れ、ＡＣＫ性能に対する衝撃を低減するために共に多重化される場合、ＡＣＫ及び／又は
ＣＱＩチャネルに対する電力制御は、一緒に最適化される。ＡＣＫチャネル及びＣＱＩチ
ャネルが共に多重化される場合、ランダム・ホッピング、消去検知及び干渉除去のような
技術は、ＣＱＩ性能に対する影響を緩和するために使用される。
【００６１】
　このＡＣＫチャネルが他のＵＥからのＡＣＫチャネルだけで多重化される場合でさえ、
異なる送信電力レベルは、ＵＥからのＡＣＫチャネルに対して使用される。１つの設計に
おいて、異なる送信電力レベルは、ＡＣＫ及びＮＡＫに対する異なるＢＬＥＲを達成する
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ためにＡＣＫ及びＮＡＫに対して使用される。送信されたＡＣＫがＮＡＫとして検出され
るＡＣＫからＮＡＫへの誤りは、既にＵＥによって正確に復号されたトランスポート・ブ
ロックの余分な送信となる。送信されたＮＡＫがＡＣＫとして検出されるＮＡＫからＡＣ
Ｋへの誤りは、結果としてＵＥによって誤って復号されたトランスポート・ブロックの終
了をまねく。従って、ＮＡＫからＡＣＫへの誤りは、ＡＣＫからＮＡＫへの誤りより破滅
的である。ＮＡＫに対する送信電力は、より低いＮＡＫからＡＣＫへの誤りレートを得る
ためにＡＣＫに対してより高い送信電力を設定する。
【００６２】
　別の設計において、異なる送信電力レベルは、送られているＡＣＫビットの数に依存し
てＡＣＫチャネルに対して使用される。シングル－インプット・マルチプル－アウトプッ
ト（ＳＩＭＯ）ＵＥは、ＢＰＳＫを備えた１ＡＣＫビットを送る、一方、マルチプル－イ
ンプット・マルチプル－アウトプット（ＭＩＭＯ）ＵＥは、ＱＰＳＫを備えた２ＡＣＫビ
ットを送る。２ＡＣＫビットを運ぶＡＣＫチャネルは、１ＡＣＫビットを運ぶＡＣＫチャ
ネルより高いターゲットＳＮＲを有する。異なる送信電力レベルは、同じリソース・ブロ
ック上で共に多重化されたＳＩＭＯとＭＩＭＯのからのＡＣＫチャネルに対して使用され
る。ＭＩＭＯのＵＥからのＡＣＫチャネルの送信電力は、より高いターゲットＳＮＲを達
成するためにより高く設定され、ＳＩＭＯのＵＥからのＡＣＫチャネルの送信電力は、よ
り低いターゲットＳＮＲのためにより低く設定される。
【００６３】
　また別の設計において、異なる送信電力レベルは、送られている情報ビットの数に依存
してＣＱＩチャネルに対して使用される。１０情報ビットを運ぶ場合、ＣＱＩチャネルは
、より高いターゲットＳＮＲを有し、８情報ビットを運ぶ場合、より低いターゲットＳＮ
Ｒを有する。異なる送信電力レベルは、異なる情報ビットの数のターゲットＳＮＲを満た
すためにＣＱＩチャネルに対して使用される。
【００６４】
　図６は、無線通信システムの制御情報を送信するためのプロセス６００の設計を示して
いる。プロセス６００は、ＵＥ又は他のあるエンティティによって実行される。第１の制
御チャネルが他のＵＥからの第２の制御チャネルと多重化されない場合、ＵＥは、第１の
電力レベルで第１の制御チャネルを送る（ブロック６１２）。第１の制御チャネルが他の
ＵＥからの第２の制御チャネルと多重化される場合、ＵＥは、第１の送信電力と異なる第
２の送信電力で第１の制御チャネルを送る（ブロック６１４）。第１及び第２の制御チャ
ネルは、異なるターゲットＳＮＲを有するため、共に多重化される場合、異なる受信単一
レベルを有する。拡散は、第１の制御チャネルに対して使用され、第２の制御チャネルに
対して使用されない。そして、その逆も同様である。
【００６５】
　１つの設計において、第１の制御チャネルは、ＣＱＩチャネルを含み、第２の制御チャ
ネルは、ＡＣＫチャネルを含み、第２の送信電力レベルは、第１の送信電力レベルより低
い。ＣＱＩチャネルが他のＵＥからのＡＣＫチャネルと多重化されない場合、第１の送信
電力レベルは、ＣＱＩチャネルに対する第１のターゲットＳＮＲを達成する。他のＵＥか
らのＡＣＫと多重化される場合、第２の送信電力レベルは、ＣＱＩチャネルに対する第２
のターゲットＳＮＲを達成する。第２のターゲットＳＮＲは、第１のターゲットＳＮＲよ
り低い。
【００６６】
　別の設計において、第１の制御チャネルは、ＡＣＫチャネルを含み、第２の制御チャネ
ルは、ＣＱＩチャネルを含み、第２の送信電力レベルは、第１の送信電力レベルより高い
。ＡＣＫチャネルが他のＵＥからのＣＱＩチャネルと多重化されない場合、第１の送信電
力レベルは、ＡＣＫチャネルに対する第１のターゲットＳＮＲを達成する。他のＵＥから
のＣＱＩチャネルと多重化される場合、第２の送信電力レベルは、ＡＣＫチャネルに対す
る第２のターゲットＳＮＲを達成する。第２のターゲットＳＮＲは、第１のターゲットＳ
ＮＲより高い。
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【００６７】
　また別の設計において、第１の制御チャネルは、第１のビット数を運ぶＡＣＫチャネル
を含む。第２の制御チャネルは、第１のビット数と異なる第２のビット数を運ぶＡＣＫチ
ャネルを含む。更に、第１及び第２の制御チャネルは、制御チャネルの他のタイプも含む
。
【００６８】
　ＵＥは、電力制御に基づいてその送信電力を調節する。ＵＥは、第１の又は第２の電力
オフセットに基づいて第１又は第２の送信電力レベルをそれぞれ決定し、ＵＥの調節され
た送信電力を決定する。ＵＥは、第１の制御チャネルが他のＵＥからの第２の制御チャネ
ルで多重化されるかどうかを示す信号を受信する。その後、ＵＥは、信号に基づいて第１
の制御チャネルのための第１又は第２の送信電力レベルを選択する。第１の制御チャネル
は、他のＵＥからの第２の制御チャネルと第１の制御チャネルの多重化をランダム化する
ためにホップする。
【００６９】
　図７は、無線通信システムの送信制御情報に対して装置７００の設計を示している。第
１の制御チャネルが他のＵＥからの第２の制御チャネルと多重化されない場合、装置７０
０は、第１の送信電力レベルで第１の制御チャネルを送信するためのモジュール７１２を
含み、第１の制御チャネルが他のＵＥからの第２の制御チャネルと多重化される場合、装
置７００は、第１の送信電力レベルと異なる第２の送信電力レベルで第１の制御チャネル
を送信するためのモジュール７１４を含む。
【００７０】
　図８は、無線通信システムの制御情報を送信するプロセス８００の設計を示している。
プロセス８００は、ＵＥ又は他のあるエンティティによって実行される。ＵＥは、参照信
号シーケンスに基づいてＣＱＩチャネルに関するマルチプル・データ・シーケンスを生成
する（ブロック８１２）。ＣＱＩチャネルが他のＵＥからのＡＣＫチャネルと多重化され
ない場合、ＵＥは、第１の送信電力レベルでＣＱＩチャネルを送信する（ブロック８１４
）。ＣＱＩチャネルが他のＵＥからのＡＣＫチャネルと多重化される場合、ＵＥは、第１
の送信電力レベルより低い第２の送信電力レベルでＣＱＩチャネルを送信する（ブロック
８１６）。他のＵＥからのＡＣＫチャネルに対するデータ・シーケンスは、少なくとも１
つの参照信号で生成され、直交シーケンスで拡散する。ＣＱＩチャネルに対する参照信号
シーケンス及びＡＣＫチャネルに対する少なくとも一つの他の参照信号シーケンスは、ベ
ース・シーケンスの異なる周期シフトに対応する。ＵＥは、リソース・ブロックのマルチ
プル・シンボル周期のＣＱＩチャネルに対してマルチプル・データ・シーケンスを送る。
他のＵＥからのＡＣＫチャネルに対するデータ・シーケンスは、同じリソース・ブロック
で送られる。
【００７１】
　図９は、無線通信システムの制御情報を送信するための装置９００の設計を示している
。装置９００は、参照信号シーケンスに基づいてＣＱＩチャネルに関するマルチプル・デ
ータ・シーケンスを生成するためのモジュール９１２を含み、ＣＱＩチャネルが他のＵＥ
からのＡＣＫチャネルと多重化されない場合、第１の送信電力レベルでＣＱＩチャネルを
送るためのモジュール９１４を含み、ＣＱＩチャネルが他のＵＥからのＡＣＫチャネルと
多重化される場合、第１の送信電力レベルより低い第２の送信電力レベルでＣＱＩチャネ
ルを送るためのモジュール９１６を含む。
【００７２】
　図１０は、無線通信システムの制御情報を受信するためのプロセス１０００の設計を示
している。プロセス１０００は、ノードＢ又は他のあるエンティティによって実行される
。第１の制御チャネルが他のＵＥからの第２の制御チャネルと多重化されない場合、ノー
ドＢは、第１の受信ＳＮＲでＵＥからの第１の制御チャネルを受信する（ブロック１０１
２）。第１の制御チャネルが他のＵＥからの第２の制御チャネルと多重化される場合、ノ
ードＢは、第１の受信ＳＮＲと異なる第２の受信ＳＮＲで第１の制御チャネルを受信する
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（ブロック１０１４）。１つの設計において、これらの制御チャネルが共に多重化される
場合、ノードＢは、干渉除去を備えた第１及び第２の制御チャネルに対して検知を実行す
る。
【００７３】
　１つの設計において、第１の制御チャネルは、ＣＱＩチャネルを含み、第２の制御チャ
ネルは、ＡＣＫチャネルを含み、第２の受信ＳＮＲは、第１の受信ＳＮＲより低い。ＡＣ
Ｋチャネルと多重化される場合、ノードＢは、ＣＱＩチャネルに対して消去検知を実行し
、ＡＣＫチャネルと多重化されない場合、ＣＱＩチャネルに対する消去検知をスキップす
る。消去検知に対して、ノードＢは、ＣＱＩチャネルがメトリックに基づいて信頼性があ
るかどうかを決定し、信頼性があると判断された場合、ＣＱＩチャネルから受信したＣＱ
Ｉレポートを使用し、そうでなければ、ＣＱＩレポートを放棄する。別の設計において、
第１の制御チャネルは、ＡＣＫチャネルを含み、第２の制御チャネルは、ＣＱＩチャネル
を含み、第２の受信ＳＮＲは、第１の受信ＳＮＲより高い。
【００７４】
　図１１は、無線通信システムの制御情報を受信するための装置１１００の設計を示して
いる。第１の制御チャネルが他のＵＥからの第２の制御チャネルと多重化されない場合、
装置１１００は、第１の受信ＳＮＲでＵＥからの第１の制御チャネルを受信するためのモ
ジュール１１１２を含み、第１の制御チャネルが他のＵＥからの第２の制御チャネルと多
重化される場合、装置１１００は、第１の受信ＳＮＲと異なる第２の受信ＳＮＲで第１の
制御チャネルを受信するためのモジュール１１１４含む。
【００７５】
　図７、９及び１１のモジュールは、プロセッサ、電子デバイス、ハードウェア・デバイ
ス、電子部品、論理回路、メモリなど、あるいはそれらの任意の組み合わせを含む。
【００７６】
　図１２は、図１の中のノードＢの１つ及びＵＥの１つであるノードＢ１１０及びＵＥ１
２０の設計のブロック図を示している。この設計において、ＵＥ１２０は、１２３２ａか
ら１２３２ｔまでのＴ個のアンテナを備え、ノードＢ１１０は、１２５２ａから１２５２
ｒまでのＲ個のアンテナを備える。ここで、Ｔ及びＲは、一般的に、Ｔ≧１かつＲ≧１で
ある。
【００７７】
　ＵＥ１２０において、送信プロセッサ１２２０は、データ・ソース１２１２からトラフ
ィック・データを受信し、トラフィック・データ（例えば、符号化及びシンボル・マッピ
ング）を処理し、データ・シンボルを供給する。更に、送信プロセッサ１２２０は、コン
トローラ／プロセッサ１２４０から制御情報（例えば、ＡＣＫ及び／又はＣＱＩ情報）も
受信し、上記で説明されたように制御情報を処理し、（例えば、データ・シーケンスのた
めの）制御シンボルを供給する。更に、送信プロセッサ１２２０は、（例えば、パイロッ
ト・シーケンスのための）パイロットシンボルも生成し、データ・シンボル及び制御シン
ボルでパイロットシンボルを多重化する。ＭＩＭＯプロセッサ１２２２は、送信プロセッ
サ１２２０からのシンボルを処理（例えば、プレコード）し、１２３０ａから１２３０ｔ
のＴ個の変調器（ＭＯＤ）にＴ個のシンボル・ストリームを供給する。ＵＥ１２０が単一
のアンテナを備えている場合、ＭＩＭＯプロセッサ１２２２は、除外される。各変調器１
２３０は、出力サンプル・ストリームを得るために（例えば、ＳＣ－ＦＤＭＡに対して）
出力シンボル・ストリームを処理する。各変調器１２３０は、アップリンク信号を生成す
るために出力サンプル・ストリームを更に進んだ状態にする（例えば、アナログに切り替
え、フィルターを通し、増幅し、アップコンバートする）。１２３０ａから１２３０ｔの
変調器からのＴ個のアップリンク信号は、１２３２ａから１２３２ｔのＴ個のアンテナを
経由して送信される。
【００７８】
　ノードＢ１１０において、１２５２ａから１２５２ｒのアンテナは、ＵＥ１２０及び／
又は他のＵＥからのアップリンク信号を受信する。各アンテナ１２５２は、それぞれの復
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調器（ＤＥＭＯＤ）１２５４に受信信号を供給する。各復調器１２５４は、サンプルを得
るためにその受信信号を適当な状態にし（例えば、フィルターを通過させ、増幅し、ダウ
ンコンバートし、デジタル化する）、受信シンボルを得るために（例えば、ＳＣ－ＦＤＭ
Ａのために）サンプルを更に処理する。ＭＩＭＯ検出器１２５６は、１２５４ａから１２
５４ｒまでの全ての復調器からの受信シンボルでＭＩＭＯ検出を実行し、検出シンボルを
供給する。受信プロセッサ１２６０は、検出シンボルを処理し（例えば、復調し、復号す
る）、データ・シンクに復号されたトラフィック・データを供給し、コントローラ／プロ
セッサ１２７０に復号された制御情報を供給する。一般的に、ＭＩＭＯ検出器１２５６及
び受信プロセッサ１２６０による処理は、ＵＥ１２０でＭＩＭＯプロセッサ１２２２及び
送信プロセッサ１２２０それぞれによって処理するための相補的なものである。
【００７９】
　ノードＢ１１０は、ＵＥ１２０にダウンリンク上でトラフィック・データ及び／又は制
御情報を送信する。データ・ソース１２７８からのトラフィック・データ及び／又はコン
トローラ／プロセッサ１２７０からの制御情報は、Ｒ出力シンボル・ストリームを得るた
めに送信プロセッサ１２８０によって処理され、更に、ＭＩＭＯプロセッサ１２８２によ
って処理される。１２５４ａから１２５４ｒまでのＲ個の変調器は、Ｒ個の出力サンプル
・ストリームを得るために（例えば、ＯＦＤＭのための）Ｒ個の出力シンボル・ストリー
ムを処理し、１２５２ａから１２５２ｒのＲ個のアンテナを経由して送信されるＲ個のダ
ウンリンク信号を得るために出力サンプル・ストリームを更に調整する。ＵＥ１２０にお
いて、ノードＢ１１０からのダウンリンク信号は、１２３２ａから１２３２ｔのアンテナ
によって受信され、１２３０ａから１２３０ｔの復調器によって調整され、処理され、更
に、トラフィック・データを回復するために（もし、適用できるなら）ＭＩＭＯ検出器１
２３６及び受信プロセッサ１２３８によって処理され、そして、制御情報がＵＥ１２０に
送られる。受信プロセッサ１２３８は、データ・シンク１２３９にトラフィック・データ
を供給し、コントローラ／プロセッサ１２４０に制御情報を供給する。
【００８０】
　コントローラ／プロセッサ１２４０及び１２７０は、ＵＥ１２０及びノードＢ１１０そ
れぞれで動作を指揮する。コントローラ／プロセッサ１２４０は、図６のプロセス６００
、図８のプロセス８００及び／又はここで記載された技術に関する他のプロセスを実行し
、指揮する。コントローラ／プロセッサ１２７０は、図１０のプロセス１０００及び／又
はここに記載された技術に関するプロセスを実行し、指揮する。メモリ１２４２及び１２
７２は、ＵＥ１２０及びノードＢ１１０それぞれのデータ及びプログラムを格納する。ス
ケジューラ１２７４は、ダウンリンク及び／又はアップリンク上のデータ送信のＵＥをス
ケジュールし、スケジュールされたＵＥにリソースを割り当てる。更にスケジューラ１２
７４は、ＡＣＫ及びＣＱＩ情報の送信に対してＵＥにＡＣＫ及びＣＱＩリソースを明示的
に及び／又は暗黙的に割り当てる。ＡＣＫ及びＣＱＩリソースは、リソース・ブロック、
参照信号シーケンス、パイロットのための直交シーケンス、データのための直交シーケン
スなどを含む。
【００８１】
　当業者は、情報及び信号が様々な任意の異なる技術及び技法を使用して表現されること
を理解できるだろう。例えば、上記の説明を通して参照されたデータ、命令、コマンド、
情報、信号、ビット、シンボル及びチップは、電圧、電流、電磁波、磁界又は粒子、光場
又は粒子、或いはこれらの組み合わせによって表される。
【００８２】
　更に、当業者は、本開示に関連して説明された様々な実例の論理ブロック、モジュール
、回路及びアルゴリズム・ステップが電子ハードウェア、コンピュータ・ソフトウェア、
或いは両方の組み合わせとして実施されうることを認識するだろう。このハードウェア及
びソフトウェアの互換性を明確に説明するために、様々な実例となるコンポーネント、ブ
ロック、モジュール、回路及びステップは、全般的に上記でこれらの機能性の点から説明
されている。このような機能性がハードウェアまたはソフトウェアとして実施されるかど
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うかは、全体のシステム上での特定の利用及び課された設計の制約に依存する。熟練した
職人は、各特定の利用のために変化した方法で説明された機能性を実施するかもしれない
が、このような実施は、本開示の範囲から逸脱する理由として解釈されるべきではない。
【００８３】
　この開示に関連して説明された様々な実例の論理ブロック、モジュール、及び回路は、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途の集積回路（ＡＳＩＣ）
、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）又は他のプログラム可能な
論理デバイス、ディスクリート・ゲート又はトランジスタ・ロジック、分離したハードウ
ェア・コンポーネント、ここで説明された機能を実施するため設計されたこれらの任意の
組み合わせで実施され又は実行される。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサでもよい
が代案において、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコン
トローラ或いはステート・マシーンでもよい。更に、プロセッサは、コンピューティング
デバイスの組み合わせ、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサ、複数のマイクロプロセッ
サ、ＤＳＰコアで結合する１つ以上のコンビネーション或いは任意の他のこのような結合
としても実施される。
【００８４】
　本開示に関連して説明された方法又はアルゴリズムのステップは、ハードウェア、プロ
セッサによって実行されるソフトウェア・モジュール或いはこの２つの組み合わせによっ
て直接的に具体化されてもよい。ソフトウェア・モジュールは、ＲＡＭメモリ、フラッシ
ュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードデ
ィスク、リムーバブル・ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ或いは当業者で知られた記憶メディアの
任意の他の形式に備わっていてもよい。例示的な記憶メディアは、プロセッサが記憶メデ
ィアから情報を読み出すことができ、記憶メディアに情報を書き込むことが出来るような
プロセッサと連結される。代案において、記憶メディアは、プロセッサと一体となっても
良い。プロセッサと記憶メディアは、ＡＳＩＣに存在していてもよい。ＡＳＩＣは、ユー
ザ端末に存在していてもよい。代案において、プロセッサと記憶メディアは、ユーザ端末
内の分離したコンポーネントとして存在していてもよい。
【００８５】
　１つ以上の例示的な設計において、この機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファー
ムウェア或いは、これらの組み合わせの中で実施されてもよい。ソフトウェアで実施され
る場合、この機能は、コンピュータ判読可能なメディア上の１つ以上の命令又はコードと
して格納され又は送信されてもよい。コンピュータ判読可読なメディアは、ある場所から
別の場所にコンピュータ・プログラムの移動を容易にする、任意のメディアを含むコンピ
ュータ記憶メディアと通信メディアとの両方を含む。記憶メディアは、汎用又は専用コン
ピュータによってアクセスできる。限定ではなく、例示として、このようなコンピュータ
判読可能メディアは、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ又は他の光学ディス
ク記憶装置、磁気記憶装置又は他の磁気記憶装置デバイス或いは命令の形式又はデータ構
造の要求されたプログラム・コード手段を運ぶ又は格納するために利用され、汎用又は専
用コンピュータ或いは汎用又は専用プロセッサによってアクセスされる、任意の他のメデ
ィアを含むことができる。更に、任意の接続は、コンピュータ判読可能メディアに適切な
名称がつけられる。例えば、ソフトウェアが同軸ケーブル、光ファイバー・ケーブル、ツ
イストテッド・ペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）或いは赤外線、無線及びマイクロ波の
ような無線技術を使用したウェブサイト、サーバ或いは他の同軸ケーブルから送信される
場合、同軸ケーブル、光ファイバー・ケーブル、ツイステッド・ペア、ＤＳＬ或いは赤外
線、無線及びマイクロ波のような無線技術は、メディアの定義に含まれる。ここで使用さ
れるようなディスク（ｄｉｓｋ）及び（ｄｉｓｃ）は、コンパクト・ディスク（ＣＤ）、
レーザー・ディスク、光学ディスク、デジタル多目的ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（
登録商標）・ディスク及びｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）・ディスクを含む。ここで、ディ
スク（ｄｉｓｋ）は、通常磁気的にデータを再生し、一方、ディスク（ｄｉｓｃ）は、レ
ーザーで工学的にデータを再生する。更に、上記の組み合わせは、コンピュータ判読可能
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メディアの範囲内に含まれる。
【００８６】
　本開示の以前の説明は、任意の当業者が本開示を創作又は使用することを可能にするた
めに提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者において容易に実施され、ここで
定義された一般的な原理は、本開示の意図又は範囲から外れない他のバリエーションに適
用される。従って、本開示は、ここで説明された例示及び設計に限定される意図は無く、
ここで説明された原理及び新規な特徴に一致する最も広い範囲を認容する。
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